
　勉強を頑張ります。宿題は忘れずにします。
　友達とはケンカせず仲良くたくさん遊びたいです。

　小学校では体育の跳び箱をたくさん練習して高く
跳べるように頑張りたいです。お友達をたくさん
作って仲良く遊びたいです。

　勉強や体育、お掃除を張り切ってしたいです。
　お友達に優しく、わからない時は教えてあげたいです。

舟戸　乙益くん

槻木　葵さん

髙澤　弥晏楽さん

＜令和４年度担任＞　柴田　みか
　男子３名、女子５名の新一年生。一人ひ
とりが個性を発揮し、とても賑やかな毎日
でした。心を一つにしていろんな行事に全
力で取り組んでくれた頑張り屋さんです。
個性豊かな分トラブルもありましたが、自
分たちで解決できるように成長してくれま
した。３校の小学校に入学しましたが、い
つまでも温かく美しい心を忘れず、大きく
羽ばたいてくれることを願っています。

くまむら議会だより

３月定例会
決算審査特別委員会で可決
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編集後記

……………………………………………………2
…………………………………4

………………………………………………………5
………………………………………………………12

109号
2023.5.25

こがね保育園こがね保育園

保育目標

くま
む
ら
議
会
だ
よ
り
109

号
発

行
　

熊
本

県
球

磨
郡

球
磨

村
議

会
編

集
　

議
会

広
報

対
策

特
別

委
員

会
〒

869-6401 熊
本

県
球

磨
郡

球
磨

村
大

字
渡

丙
1730番

地
TEL（

0966）
32－

1111　
FAX（

0966）
32－

1230
印

刷
／

㈱
協

和
印

刷

　
春
の
う
ら
ら
か
な
日
差
し
が
心
地
よ

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
と
な
り
、
新
た
な
「
歩
み
」

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
復
旧
・
復
興
は
一
歩
一
歩
で
は
あ
り

ま
す
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
ま
た
、

３
年
間
に
お
よ
び
猛
威
を
振
い
続
け
て

お
り
ま
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
は
、
５
月
か
ら
は
、「
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
同
等
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
よ
う
や
く
終
息
の
兆
し
が
見

え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
村
民
の
「
暮
ら
し
」
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
価
格
高
騰
や
円
安
等

に
よ
り
、
依
然
と
し
て
物
価
高
騰
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
改
め
て
復
旧
復
興
の
さ
ら
な
る
加
速
、

村
民
生
活
の
課
題
解
決
、
振
興
策
と
と
も

に
進
め
る
村
づ
く
り
等
、
今
後
も
「
球
磨

村
」
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
、
村
民
の
幸
せ

を
追
求
し
、
全
力
で
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

永
椎
　
樹
一
郎

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　   

　
　板 

﨑
　壽 

一

副
委
員
長
　   

　
　西 

林
　尚 

賜

委
　
　員
　   

　
　宮 

本
　宣 

彦

委
　
　員
　   

　
　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：●●●世帯　■人口：●●●人　男：●●●人　女：●●●人（令和５年５月１日現在）

編
集
後
記

わたくしたちは温かく美しい心の人になります
　創立以来一貫した保育目標の中、優しく思いやりのある子ども・感謝することを忘れない子ど
も・何事にも挑戦し諦めない心をもてる子ども・全ての命を大切にできる子どもに育って欲しいと
取り組んでいます。

ふ な と

つ き ぎ あおい

いつよし

たかさわ み　あ　ら

１年生になったら１年生になったら

八貫の瀬

さらなる復旧・復興にむけて
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令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
が
、
３
月

６
日
か
ら
10
日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
12
月
定
例
会
以
降
の
諸
般
の

報
告
、
例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
、
一

部
事
務
組
合
の
報
告
を
行
い
、
続
い
て
、

議
案
25
件
、
議
員
発
議
２
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
７
名
の
議
員
が
通
告
書

に
基
づ
き
登
壇
し
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
議
案
２
件
、
同
意
１

件
の
追
加
上
程
が
あ
り
、
提
出
さ
れ
ま

し
た
議
案
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
予

算
は
、
令
和
４
年
度
と
比
較
し
23
億
３
３

０
０
万
円
増
の
72
億
８
２
０
０
万
円
の
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
審
議
の
結
果
は
４
頁
に
掲
載
）

　
議
案
の
内
容
（
一
部
）
は
次
の

　
と
お
り
で
す
。

〇
令
和
４
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
専
決
処
分
）

　

林
道
川
島
大
岩
線
で
行
っ
て
い
た
災

害
復
旧
工
事
の
際
に
、
法
面
が
崩
壊
し

２
月
３
日
か
ら
全
面
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
た
。

　
林
道
を
通
行
可
能
に
す
る
た
め
の
設
計

費
や
工
事
費
２
，
７
０
０
万
円
を
追
加
。

〇
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

令
和
３
年
第
６
回
臨
時
会
で
議
決
さ

れ
た
、
林
道
川
島
大
槻
線
道
路
災
害
復

旧
工
事
に
お
い
て
復
旧
工
法
の
変
更
な

ど
に
よ
り
１
，
５
４
１
万
３
，
５
２
２

円
を
減
額
し
た
。

〇
一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー
「
か
わ
せ
み
」

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
以
降
、
コ
ロ
ナ

禍
と
豪
雨
災
害
に
よ
り
村
直
営
で
運
営

を
行
っ
て
い
た
一
勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー

「
か
わ
せ
み
」
を
、
令
和
５
年
度
か
ら
㈱

ト
ラ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
指
定
管
理
に

よ
る
運
営
前
提
の
条
例
に
全
部
を
改
正
。

〇
球
磨
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
の
制
定

〇
球
磨
村
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

会
議
規
則
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
出

産
、
育
児
、
介
護
な
ど
活
動
の
諸
要
因

に
配
慮
す
る
た
め
、
欠
席
事
由
を
整
備
。

ま
た
、
議
会
へ
の
請
願
手
続
き
に
つ
い

て
見
直
し
た
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
は
、

国
の
個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
に
な
り

議
会
の
条
例
を
制
定
。

〇
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

令
和
３
年
第
４
回
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
議
決
さ
れ
た
「
吉
松
谷
川
河
川
復

旧
工
事
」
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
積

工
の
数
量
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り

３
７
３
万
１
，
５
３
６
円
増
加
し
た
。

〇
球
磨
村
副
村
長
の
選
任
同
意

　
上
蔀　
　
宏　
氏
（
前
総
務
課
長
）

３月
定例会

一勝
地
交
流
セ
ン
タ
ー

「
か
わ
せ
み
」を
指
定
管
理
へ

議
員
発
議

追
加
上
程

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　

３
月
10
日
、
３
月
議
会
定
例
会
終

了
後
、
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

（
委
員
長
：
嶽
本
孝
司
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
題
と
し
ま
し
て
は
、
近

隣
市
町
村
で
も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
「
適
正
な
議
員
定
数
」
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
球
磨
村
議
会
に
お
い
て

も
、
定
数
削
減
を
含
め
た
「
適
正
な

議
員
定
数
」
を
は
じ
め
、
議
会
の
公

正
性
・
透
明
性
、
村
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
た
め
に
議
会
改
革
、

議
会
活
性
化
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

適
正
な
議
員
定
数
に
つ
い
て
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歳入予算	 単位：千円
款 令和５年度

当初予算
令和４年度
当初予算 増減

1 村税 229,131 213,492 15,639
2 地方交付税 1,920,000 2,004,000 △ 84,000
3 地方贈与税 86,507 76,923 9,584
4 交付金 59,946 58,603 1,343
5 国庫支出金 2,031,597 508,272 1,523,325
6 県支出金 1,191,777 921,860 269,917
7 財産収入 51,916 50,525 1,391
8 寄付金 33,725 50,801 △ 17,076
9 繰入金 705,858 580,000 125,858

10 繰越金 50,000 50,000 0
11 村債 843,400 362,600 480,800
12 その他 78,143 71,924 6,219

歳入合計 7,282,000 4,949,000 2,333,000

歳出予算	 単位：千円
款 令和５年度

当初予算
令和４年度
当初予算 増減

1 議会費 56,567 57,752 △ 1,185
2 総務費 1,778,090 1,584,629 193,461
3 民生費 883,416 909,250 △ 25,834
4 衛生費 228,342 234,250 △ 5,908
5 農林水産費 484,272 407,813 76,459
6 商工費 14,920 13,097 1,823
7 土木費 2,084,529 285,151 1,799,378
8 消防費 143,571 140,163 3,408
9 教育費 239,850 227,775 12,075

10 災害復旧費 910,458 656,883 253,575
11 公債費 447,983 422,235 25,748
12 諸支出金 2 2 0
13 予備費 10,000 10,000 0

歳入合計 7,282,000 4,949,000 2,333,000

　令和５年度一般会計予算額は、72億8,200万円
　

令
和
５
年
度
「
球
磨
村
一
般
会
計
」
の

当
初
予
算
は
、
令
和
４
年
度
予
算
と
比
較

し
、
23
億
３
，
３
０
０
万
円
増
の
72
億
８
，

２
０
０
万
円
の
歳
入
歳
出
予
算
が
計
上
さ
れ

議
決
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
の
企
画
費

で
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
脱
炭
素
の
村
づ

く
り
を
進
め
る
予
算
。
ま
た
、
第
６
次
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
と
復
興
計
画
を
一
本

化
す
る
予
算
。

　
災
害
対
策
費
で
は
、
塚
ノ
丸
宅
地
整
備
及

び
避
難
路
整
備
、
神
瀬
地
区
に
お
い
て
避
難

地
整
備
と
避
難
路
整
備
を
進
め
る
予
算
。

　
民
生
費
に
は
県
の
子
育
て
支
援
対
策
と
し

て
低
所
得
子
育
て
世
帯
の
児
童
一
人
に
５
万

円
を
給
付
す
る
予
算
。

　
林
道
費
で
は
林
道
東
俣
線
開
業
事
業
の
再

開
予
算
。

　
住
宅
管
理
費
で
は
、
渡
地
区
及
び
一
勝
地

地
区
に
建
設
さ
れ
る
災
害
公
営
住
宅
を
購
入

す
る
予
算
。

　
教
育
費
で
は
、
高
校
生
一
人
当
た
り
月
に

５
千
円
の
通
学
支
援
や
小
中
学
校
の
給
食
費

を
全
額
補
助
す
る
予
算
。

　
こ
の
よ
う
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

事
業
の
効
果
を
検
証
し
、
事
業
に
よ
っ
て
は

縮
小
や
廃
止
を
行
い
、
全
国
的
な
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
物
件
費
を
は
じ
め
と
し
て
、

様
々
な
経
費
も
増
加
し
て
お
り
、
予
算
額
の

増
加
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

村税
229,131
3.15%

地方贈与税
86,507
1.19%

交付金
59,946
0.82%

地方交付税
1,920,000
26.37%

県支出金
1,191,777
16.37%

繰入金
705,858
9.69%

国庫支出金
2,031,597
27.90%

財産収入
51,916
0.71%

寄付金
33,725
0.46%

繰越金
50,000
0.69%

その他
78,143
1.07%

村債
843,400
11.58%

単位：千円歳 入

総務費
1,778,090

24.42%

民生費
883,416
12.13%

衛生費
228,342
3.14%

農林水産費
484,272
6.65%

商工費
14,920  0.20%

公債費
447,983
6.15%

教育費
239,850
3.29%

消防費
143,571
1.97% 土木費

2,084,529
28.63%

災害復旧費
910,458
12.50%

議会費
56,567  0.78%

予備費等
10,002  0.14%

単位：千円歳 出



村の考えを問う

4くまむら議会だより　第109号
令和５年５月25日発行

３月定例会　審議した議案等とその結果
議案番号 件　　　　　名 結　果 賛成 反対

承 認 第 １ 号 専決処分事項報告承認について 原案承認 9 0
議 案 第 ３ 号 人吉球磨広域行政組合規約の一部変更について 原案可決 9 0

議 案 第 ４ 号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一
部変更について 原案可決 9 0

議 案 第 ５ 号 工事請負契約の変更について 原案可決 9 0
議 案 第 ６ 号 球磨村個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 原案可決 9 0
議 案 第 ７ 号 球磨村公営住宅維持管理基金条例の制定について 原案可決 9 0

議 案 第 ８ 号 球磨村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 原案可決 9 0

議 案 第 ９ 号 球磨村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 原案可決 9 0

議 案 第 10 号 一勝地交流センター「かわせみ」の設置及び管理に関する条例の全
部を改正する条例の制定について 原案可決 9 0

議 案 第 11 号 球磨村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 9 0
議 案 第 12 号 球磨村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 9 0

議 案 第 13 号 球磨村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について 原案可決 9 0

議 案 第 14 号 球磨村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 9 0

議 案 第 15 号 球磨村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 9 0

議 案 第 16 号 球磨村保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 原案可決 9 0

議 案 第 17 号 球磨村が管理する村道の構造の技術的基準に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 原案可決 9 0

議 案 第 18 号 令和４年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決 9 0
議 案 第 19 号 令和４年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決 9 0
議 案 第 20 号 令和４年度球磨村後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決 9 0
議 案 第 21 号 令和４年度介護保険特別会計補正予算について 原案可決 9 0
議 案 第 22 号 令和４年度球磨村簡易水道特別会計補正予算について 原案可決 9 0
議 案 第 23 号 令和５年度球磨村一般会計予算について 原案可決 9 0
議 案 第 24 号 令和５年度球磨村国民健康保険特別会計予算について 原案可決 9 0
議 案 第 25 号 令和５年度球磨村後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決 9 0
議 案 第 26 号 令和５年度球磨村介護保険特別会計予算について 原案可決 9 0
議 案 第 27 号 令和５年度球磨村簡易水道特別会計予算について 原案可決 9 0
発 議 第 １ 号 球磨村議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決 9 0
発 議 第 ２ 号 球磨村議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 原案可決 9 0

追　加　日　程
議 案 第 28 号 工事請負契約の変更について 原案可決 9 0
議 案 第 29 号 令和４年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決 9 0
同 意 第 １ 号 球磨村副村長の選任同意について 原案同意 8 1

（採決の人数は、議長を除く９名）
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木
造
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
、
有

効
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
村

が
譲
り
受
け
、
そ
の
後
改
修
を
行
い
村

営
住
宅
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
る
。災

害
に
遭
わ
れ
て
い
な
い
人
で

も
入
居
で
き
る
と
言
う
こ
と
か
。

元
の
所
に
帰
れ
な
い
方
も
含
め
、

高
齢
化
で
車
が
運
転
で
き
な
く

な
っ
た
方
、
遠
く
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
な
い
方
な
ど
含
め
考
え
て
い

き
た
い
。か

わ
せ
み
別
館
の
解
体
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
際
、
家

族
風
呂
を
造
っ
て
で
も
、
た
く
さ
ん
の

方
が
来
ら
れ
、
温
泉
に
入
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
策
は
な
い
の
か
。

解
体
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、

補
助
金
の
活
用
を
検
討
し
つ
つ
、

家
族
風
呂
等
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
今
年

度
は
３
千
万
円
を
目
標
に
掲
げ

て
あ
る
が
、
村
長
の
所
感
は
。

そ
れ
以
上
の
支
援
を
い
た
だ
け

る
よ
う
頑
張
る
。

ど
の
よ
う
な
も
の
を
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
た
の
か
。

一
勝
地
梨
、
シ
カ
肉
、
マ
ン
ゴ
ー

梨
、
一
勝
地
赤
豚
、
棚
田
米
と
い

う
の
が
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
牛
肉
関
係
の
返
礼
品
の
申

込
が
多
い
状
況
で
、
５
割
以
上
は
村
外

の
返
礼
品
が
多
く
申
し
込
ま
れ
て
い
る

状
況
だ
。野

菜
も
高
騰
し
て
い
る
。
野
菜
を

段
ボ
ー
ル
に
詰
め
合
わ
せ
て
販

売
す
る
な
ど
い
い
の
で
は
な
い
か
。

球
磨
村
の
野
菜
は
美
味
し
い
と

言
わ
れ
る
。
今
後
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

村
に
は
た
く
さ
ん
の
棚
田
が
あ

る
が
、
荒
れ
地
が
目
立
っ
て
き

た
。
村
長
の
農
業
に
対
す
る
所
見
は
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
農
地
等

が
被
災
し
災
害
復
旧
事
業
も
進

ま
ず
、
農
家
離
れ
や
耕
作
さ
れ
な
い
農

地
が
増
え
て
お
り
、
将
来
の
農
業
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
。
有
休
農
地
の
発
生

防
止
、
解
消
に
努
め
る
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
は
棚
田
に
適
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
作
付

け
を
広
げ
る
こ
と
は
。

棚
田
保
存
会
等
に
声
か
け
を
し
、

広
が
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
球
磨
村
に
と
っ
て
良
い
こ
と
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
よ
り
円
安

に
よ
る
輸
入
の
作
物
や
電
気
代
、

あ
る
い
は
生
活
需
要
品
の
高
騰
が
続
い

て
い
る
が
、
村
と
し
て
の
物
価
高
騰
に

対
す
る
具
体
的
な
支
援
策
は
。

早
々
に
村
民
一
人
当
た
り
１
万
円

の
現
金
給
付
、
そ
の
後
１
万
２
千

円
の
暮
ら
し
の
商
品
券
事
業
に
よ
る
商
品

券
を
配
布
す
る
。

村
独
自
、
災
害
関
係
以
外
の
新
た

な
目
玉
と
言
え
る
支
援
は
。

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
更
な
る

支
援
と
し
て
、
学
校
給
食
費
の

完
全
無
償
化
、
高
校
生
等
の
教
育
支
援

補
助
金
と
し
て
、
月
額
５
千
円
を
支
給

す
る
。
ま
た
、木
造
建
築
の
住
宅
に
関
し
、

村
の
補
助
金
制
度
を
つ
く
り
定
住
移
住

の
促
進
を
図
る
。

県
か
ら
譲
与
検
討
の
仮
設
住
宅

改
修
工
事
費
９
千
９
百
万
円
は
、

村
営
住
宅
か
。

令
和
５
年
度
の
主
要
施
策
、

予
算
編
成
は

村
長

村
長

総
務

課
長

問 問

問

問問

問

田
代　
利
一 

議
員

村
長

球
磨
村
復
興
計
画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
に
基
づ
き
、

最
優
先
す
べ
き
課
題
に
対
応
し
た
編
成
を
行
な
っ
て
い
る

答

村
長

村
長問

総
務

課
長問復

興
推
進

課
長

復
興

推
進

課
長問問村

長

活用が検討されているかわせみ別館
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球
磨
村
の
観
光
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
発
展
に

結
び
つ
け
て
い
く
の
か

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
避
難
の
世
帯
は
、
村

内
65
世
帯
１
５
１
名
、
村
外
20
世
帯
45

名
と
な
っ
て
い
る
。

退
去
さ
れ
た
後
、
村
内
に
居
住
の

方
と
村
外
に
転
出
さ
れ
た
方
は
、

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
割
合
に
な
っ
て
い

る
。
住
む
場
所
、
住
む
住
宅
が
あ
れ
ば
、

変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
あ
る
建
設
型
仮
設
住
宅
を
移
設
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
村
有
住
宅
は
で
き

な
い
の
か
。

移
設
し
て
建
て
る
場
所
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
も
一
つ
の
選
択
肢
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

球
磨
村
の
観
光
に
つ
い
て
、
球
磨

村
に
は
温
泉
が
あ
り
、
鍾
乳
洞
も

あ
り
、
球
磨
川
も
流
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
い
く
か

が
重
要
で
は
な
い
か
。

豊
か
な
自
然
な
く
し
て
は
球
磨

村
の
観
光
は
あ
り
え
な
い
。
い

ろ
い
ろ
な
事
業
所
と
村
と
協
力
し
な
が

ら
、
観
光
振
興
に
し
っ
か
り
と
取
組
ん

で
い
き
た
い
。

通
過
型
で
は
な
く
滞
在
型
観
光

に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
う
。
私
は
、
球
磨
川
下
り
が

復
活
す
れ
ば
と
の
思
い
が
あ
る
。
村
長

も
議
員
時
代
に
そ
の
よ
う
な
質
問
を
さ

れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
今
も
そ
の
思

い
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

将
来
に
向
け
て
は
、
ぜ
ひ
球
磨

川
下
り
で
、
球
磨
村
内
を
下
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
実
現
で
き
る
よ
う

に
村
と
し
て
も
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、

今
後
必
要
性
が
出
て
く
る
よ
う
で

あ
る
。交
付
率
を
高
め
る
に
は
何
が
必
要
か
。

当
初
は
、
全
国
的
に
交
付
が
進

ま
な
か
っ
た
。
休
日
窓
口
や
時

間
外
窓
口
を
設
け
対
応
し
て
い
る
。

現
在
、
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
う
え

で
、
疑
問
や
不
安
が
あ
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
か
。
利
便
性
、
必
要
性

を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
普
及
に
向
け
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
全
性
と

か
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら

不
安
視
さ
れ
、
取
得
が
で
き
な
い
と
言

わ
れ
る
方
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
っ
て

い
る
。
今
後
も
丁
寧
な
説
明
に
心
が
け

取
組
ん
で
い
き
た
い
。

災
害
後
、
人
口
減
少
が
深
刻
な
状

況
で
あ
る
。
人
口
、
世
帯
数
の
流

れ
、
そ
れ
に
対
し
て
の
対
応
、
対
策
は
。

令
和
２
年
６
月
末
と
本
年
１
月

末
時
点
で
の
人
口
を
比
較
す
る

と
５
６
７
名
の
減
少
、
世
帯
数
で
は
、

１
６
２
世
帯
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

本
村
に
お
い
て
は
、
社
会
減
少
が
68
％

の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
転
出
者
の
増

加
が
続
い
て
い
る
。
一
日
も
早
く
住
宅

の
再
建
や
被
災
前
の
生
活
を
取
り
戻
す

取
組
を
進
め
て
い
る
。

災
害
か
ら
２
年
以
上
が
た
ち
、

仮
設
の
入
居
者
数
も
変
動
が
あ

る
と
思
う
が
、
退
去
さ
れ
た
先
と
し
て
、

村
内
居
住
と
村
外
転
出
の
割
合
は
。

被
災
さ
れ
た
世
帯
で
、
退
去
さ
れ

た
先
が
、
村
内
75
世
帯
２
２
０

名
、
村
外
69
世
帯
２
０
８
名
で
あ
る
。

民
間
事
業
者
を
支
援
し
、
連
携
し
な
が
ら
、
創
造
的

復
興
に
結
び
つ
く
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く

問

東　
　
純
一 

議
員

村
長

問

問

問

問

答村
長

村
長

村
長

問

観光復活の中心となる「かわせみ」

総
務

課
長

村
長問

税
務

住
民

課
長
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な
が
ら
な
い
た
め
に
も
、
一
人
暮
ら
し

に
不
安
が
あ
る
方
を
一
時
期
、
生
活
支

援
と
い
う
こ
と
で
、「
せ
せ
ら
ぎ
」
の
２

階
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

村
社
会
福
祉
協
議
会
も
含
め
、

担
当
課
と
協
議
を
行
っ
た
。
今

後
ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
が
よ
い
の
か

検
討
し
て
い
く
。

「
木
造
仮
設
住
宅
」
は
、
県
か
ら

譲
渡
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
譲
渡

に
関
し
て
の
条
件
等
が
あ
る
の
か
伺
い

た
い
。

県
と
し
て
は
、
せ
っ
か
く
「
木
造

仮
設
住
宅
」
を
建
設
し
て
い
る
の

で
、
各
市
町
村
で
有
効
に
活
用
い
た
だ

き
た
い
考
え
が
あ
る
よ
う
だ
。
活
用
策

が
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
住
居
と
し
て

の
活
用
で
な
く
て
も
事
業
用
と
い
う
か

商
業
用
施
設
等
の
活
用
も
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
。

今
後
、「
村
有
住
宅
」
と
し
て
の

活
用
は
分
か
る
が
、
一
定
の
条
件

規
制
を
設
け
、
個
人
の
住
宅
、
あ
る
い

は
地
区
の
公
民
館
等
に
活
用
は
で
き
な

い
の
か
。基

本
的
に
は
、「
災
害
救
助
法
」

と
い
う
制
度
の
な
か
で
、
公
金

に
よ
り
整
備
を
し
て
い
る
の
で
、
行
政

と
し
て
活
用
す
る
分
に
つ
い
て
は
譲
渡

が
で
き
る
が
、
個
人
へ
の
譲
渡
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
人
口
減
少
」
と
と
も
に
新
聞
等

で
報
道
さ
れ
て
い
る
「
限
界
集

落
」
集
落
の
衰
退
を
危
惧
し
て
い
る
。

今
後
、
村
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ

る
と
思
う
が
、
現
状
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

今
後
の
村
に
と
っ
て
重
要
な
考

え
の
一
つ
で
あ
る
。
数
年
た
て

ば
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
、
村
と
し
て
残
っ
て
い
く
た

め
に
は
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
的
」
な

考
え
に
移
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。持

続
可
能
な
村
の
発
展
に
向
け

た
創
造
的
復
興
の
核
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

今
の
段
階
で
は
、
生
活
再
建
に

向
け
た
災
害
公
営
住
宅
、
宅
地

造
成
が
一
番
の
中
心
的
事
業
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

次
に
村
内
の
観
光
振
興
、
産
業
振
興

だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
、
復
興
の
核
と
し
て
力
を
入

れ
て
や
っ
て
い
く
。

被
災
者
の
生
活
再
建
の
大
き
な

施
策
の
一
つ
で
あ
る
「
住
宅
建
設

等
支
援
補
助
金
」
の
支
給
状
況
、
進
捗

状
況
は
。現

在
、
68
件
の
申
請
の
う
ち
、
第

一
弾
と
し
て
33
件
の
支
払
い
が

で
き
る
段
階
で
あ
る
。

　

申
請
後
、
個
々
の
状
況
が
そ
れ
ぞ
れ

違
い
、
審
査
に
時
間
を
要
し
、
大
変
遅

く
な
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
避
難
解
除
の
方
が
、
ど

う
し
て
も
元
の
家
に
帰
ら
れ
ず
、

特
に
一
人
暮
ら
し
の
方
が
不
安
に
思
わ

れ
て
い
る
事
情
の
な
か
、
支
援
策
は
。

元
の
家
に
帰
れ
な
い
よ
う
な
事
情

の
な
か
、個
別
に
相
談
が
あ
っ
た
。

特
に
福
祉
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方

に
つ
い
て
は
、
福
祉
担
当
課
と
協
議
し
、

福
祉
施
設
へ
の
受
け
入
れ
と
な
っ
た
。

事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
の
は
承

知
し
て
い
る
が
、
人
口
減
少
に
つ

着
実
に
復
興
に
向
け
取
組
は
進
ん
で
い
る
が
、遅
れ
て
い
る
部
分
は
、

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
反
省
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い

村
長

村
長

村
長

問

問

問

答問

問

総
務

課
長

永
椎
樹
一
郎 

議
員

村
民
の
暮
ら
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
、
生
活
支
援
、

こ
の
一
年
間
の
検
証
は

総
務

課
長問

問副
村
長

副
村
長

面的かさ上げが始まった神瀬中心部
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小
川
地
区
の
避
難
路
に
つ
い
て

は
、
村
道
基
準
で
整
備
可
能
で

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
用
地
買
収
を
含

め
、
現
実
性
は
あ
る
の
か
。

村
道
丸
尾
線
は
、
道
路
沿
い
に

家
屋
が
点
在
し
て
お
り
、
拡
幅

は
難
し
い
と
思
わ
れ
た
が
、
地
区
協
議

の
中
で
離
合
箇
所
の
設
置
は
可
能
で
あ

る
と
の
意
見
が
出
て
お
り
、
今
後
、
避

難
路
の
必
要
性
を
含
め
、
地
域
と
の
協

議
を
行
い
な
が
ら
進
め
る
。

島
田
地
区
か
ら
峯
地
区
の
避
難

歩
道
の
整
備
は
、
険
し
い
山
道
、

民
地
、
夜
間
照
明
設
備
等
、
整
備
に
は

時
間
、
経
費
が
か
か
る
が
。

避
難
歩
道
の
整
備
は
、
山
沿
い

の
小
道
で
あ
り
、
現
状
、
高
齢

者
の
歩
行
は
危
険
な
状
態
に
あ
る
。

　

整
備
に
は
、
民
有
地
、
路
面
斜
面
の

整
備
、
夜
間
対
策
等
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
、
地
区
別
協
議
会
を
通
じ
て
検
討

を
進
め
る
。

渡
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
と
し

て
、
敷
地
の
か
さ
上
げ
を
行
い
、

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る

考
え
は
。小

学
校
跡
地
へ
の
避
難
所
等
設

置
は
、
管
理
条
件
と
立
地
条
件

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

小
学
校
跡
地
は
、
球
磨
川
浸
水
想
定

区
域
、
最
大
規
模
Ｌ
２
レ
ベ
ル
に
含
ま

れ
、
法
の
定
め
る
立
地
条
件
を
満
た
さ

な
い
。
ま
た
、
仮
に
立
地
条
件
を
満
た
す

か
さ
上
げ
工
事
、
建
築
工
事
を
行
う
場

合
、
莫
大
な
費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、

避
難
所
等
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

か
さ
上
げ
工
事
を
行
え
ば
、
あ
る
程

度
の
安
全
性
は
保
た
れ
る
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
水
害
が
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
中
、
避
難
所
、
避
難
場
所
と
し

て
将
来
の
安
全
性
は
担
保
で
き
な
い
。

災
害
発
生
以
降
、
人
口
減
少
が
続

い
て
い
る
が
、
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
数
の
減
少
状
況
は
。

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

に
か
け
て
、
児
童
・
生
徒
数
が
64

名
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
半
数
が
村
か

ら
の
転
出
、
残
り
が
自
然
減
で
あ
る
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
の
転
出
は
、
14

名
が
予
想
さ
れ
る
。

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
教

育
現
場
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
小
規
模
学
校
、
学
級
に
な
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

両
小
学
校
と
も
に
令
和
４
年
度

よ
り
令
和
５
年
度
の
複
式
学
級

数
が
増
加
す
る
が
、
令
和
６
年
度
の
義

務
教
育
学
校
の
開
校
で
解
消
さ
れ
る
。

　
小
規
模
学
校
、
学
級
と
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
き
め
細
か
い
丁
寧
な
指
導
が
で

き
る
こ
と
。
義
務
教
育
学
校
体
制
下
で

は
、
教
職
員
の
複
数
体
制
で
の
手
厚
い

指
導
が
で
き
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

集
団
が
小
規
模
と
な
り
固
定
化
し
、
人

間
関
係
の
固
定
化
、
競
争
心
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
。

浸
水
想
定
区
域
、
最
大
規
模
Ｌ
２
に
含
ま
れ
、

条
件
に
見
合
う
整
備
は
莫
大
な
経
費
を
要
す
る

総
務

課
長

村
長

問

問 問

問

答 渡
小
学
校
跡
地
を
か
さ
上
げ
し
、
避
難
場
所

と
し
て
の
整
備
計
画
は

西
林　
尚
賜 

議
員

復
興

推
進

課
長

教
育

課
長問教

育
長

工事が始まった山口地区避難路整備 

渡
地
域
の
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
」

計
画
の
見
直
し
の
中
で
、
避
難
路

整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

「
復
興
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
の
策

定
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
計
画
に

変
更
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
説
明
会
を
開

催
し
た
。

①
島
田
地
区
か
ら
峯
地
区
の
避
難
路
は
、

　

地
域
と
の
協
議
に
よ
り
、
避
難
歩
道

　
を
新
た
に
追
加
し
た
。

②
小
川
地
区
の
避
難
路
は
、
測
量
、
設

　

計
が
完
了
し
、
村
道
基
準
の
道
路
整

　
備
が
可
能
と
判
断
。

③
峯
地
区
か
ら
総
合
運
動
公
園
の
避
難
路

　

は
、
地
区
協
議
の
お
り
、
早
期
の
避

　
難
が
で
き
れ
ば
現
状
で
も
避
難
可
能
。

　
他
の
事
業
を
優
先
さ
せ
る
。

④
山
口
地
区
避
難
路
整
備
は
、
一
部
工

　

事
を
開
始
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度

　
中
の
完
成
を
目
指
す
。

問村
長
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境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
再
度
、
村
政
座
談
会
を
開
催
し
、

多
く
の
参
加
者
、
回
答
者
に
丁
寧
に
説

明
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

一
貫
学
校
を
渡
運
動
公
園
敷
地

内
に
建
設
場
所
と
考
え
て
い
る

の
か
。

渡
運
動
公
園
敷
地
内
と
は
決
め

て
い
な
い
。
将
来
的
に
一
体
型

の
建
設
に
向
け
て
考
え
る
と
、
安
全
な

場
所
、
安
全
と
い
う
の
が
最
大
限
担
保

さ
れ
る
場
所
だ
と
思
う
。

児
童
生
徒
の
減
少
す
る
な
か
本

当
に
新
し
く
学
校
が
必
要
な
の

か
、
ま
た
、
財
源
的
に
は
過
疎
債
を
利

用
す
る
と
聞
く
が
、
現
在
の
過
疎
債
利

用
状
況
は
。

今
後
し
ば
ら
く
の
間
は
減
る
と

思
う
け
ど
、
減
っ
た
ま
ま
で
は

い
け
な
い
か
ら
、
様
々
な
事
業
を
行
い

村
外
か
ら
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
要
か
ど
う
か
は
児
童
生
徒
、
保
護
者

の
意
見
を
重
要
視
し
な
が
ら
、
将
来
の

球
磨
村
政
に
向
け
て
考
え
て
い
く
。

過
疎
対
策
事
業
債
は
今
年
度
末
見

込
み
で
12
億
１
，
９
３
４
万
４
千

円
の
起
債
見
込
み
と
な
っ
て
い
て
、
今
年

度
の
償
還
金
が
１
億
３
，
９
６
６
万
円
程

度
だ
が
、
過
疎
債
の
場
合
は
7
割
が
普

通
交
付
税
で
返
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
Ａ
案
の
渡
運
動
公
園

に
移
す
の
が
、
条
件
的
に
一
番
費
用
が

か
か
る
建
築
関
係
の
試
算
も
出
来
て
い

る
。
Ｂ
，
Ｃ
案
に
つ
い
て
は
、
球
磨
中

の
耐
力
度
調
査
中
で
、
補
助
金
も
変
わ

る
の
で
、
未
だ
に
精
査
中
で
あ
り
、
計

画
も
立
て
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
Ａ

案
が
計
画
通
り
い
け
ば
、
９
年
度
着
工

で
3
年
償
還
据
え
置
き
で
も
２
億
円
程

度
増
え
る
状
況
で
あ
る
。

児
童
生
徒
が
安
全
に
学
べ
、
保
護

者
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
教

育
環
境
が
大
事
で
、
義
務
教
育
学
校
の

建
設
と
場
所
の
選
定
に
は
も
っ
と
も
っ

と
議
論
を
か
さ
ね
て
取
り
組
ん
で
欲
し

い
と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
は
。

今
後
16
か
所
で
の
村
政
座
談
会

に
お
い
て
、
多
く
の
村
民
に
参

加
い
た
だ
き
、
し
っ
か
り
と
説
明
を
し

た
い
。

義
務
教
育
学
校
「
球
磨
村
立
球
磨

清
流
学
園
」
の
開
校
に
向
け
て
、

保
護
者
説
明
会
、
村
政
座
談
会
、
議
会

説
明
会
に
於
い
て
３
つ
の
案
を
示
さ
れ

進
め
て
お
ら
れ
る
が
、
回
答
者
が
少
な

か
っ
た
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

球
磨
村
の
小
中
学
生
は
、
豪
雨
災

害
に
よ
り
、
生
活
環
境
、
教
育

環
境
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
、
心
身
と

も
に
様
々
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
児

童
生
徒
減
少
に
よ
る
複
式
学
級
の
発
生

な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
た
状
況
で
あ

り
、
学
校
施
設
基
本
構
想
の
3
つ
の
案

Ａ
、
Ｂ
，
Ｃ
を
検
討
中
で
あ
る
。
今
回

の
結
果
に
よ
り
今
後
と
も
住
民
の
皆
様

や
議
会
に
丁
寧
に
説
明
し
、
一
体
型
校

舎
を
含
め
、
将
来
を
見
据
え
た
教
育
環

安
心
安
全
な
場
所
に
施
設
一体
型
の
校
舎
建
設
し
、
将
来
を

見
据
え
た
教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る

村
長

村
長

問

問

問

答

村
長 問

村
長

板
㟢　
壽
一 

議
員

一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
の
建
設

場
所
と
必
要
性
は

総
務

課
長

村政座談会の様子（一勝地地区）
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地
域
で
困
り
事
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
の
状
況
、
把
握
は
。

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
と
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
連
携
会
議

で
、
仮
設
に
い
る
被
災
者
の
方
、
自
宅

に
戻
ら
れ
た
方
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の

見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
帰
っ

た
時
の
生
活
、買
物
、病
院
の
通
院
な
ど
、

生
活
が
豪
雨
災
害
以
前
の
よ
う
に
な
か

な
か
平
常
に
戻
っ
て
い
な
い
不
安
感
の

相
談
が
出
て
い
る
。
専
門
機
関
、
医
療

機
関
と
か
に
繋
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
繋
い
で

い
く
よ
う
な
対
応
を
取
っ
て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
や
一
人
世
帯
の
状

況
把
握
は
難
し
い
。
情
報
の
共
有

化
が
必
要
と
思
う
が
。

介
護
の
ニ
ー
ズ
が
必
要
な
方
に

対
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
日
常

生
活
の
困
り
事
を
職
員
に
相
談
さ
れ
、

そ
の
内
容
を
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
組

み
入
れ
て
、
連
携
会
議
の
中
で
も
諮
り

な
が
ら
、
専
門
的
な
助
言
な
ど
対
応
を

し
て
い
る
。

奨
学
金
の
返
済
に
つ
い
て
、
返
済

支
援
の
た
め
「
企
業
版
ふ
る
さ
と

支
援
」
が
あ
る
が
、利
用
さ
れ
た
実
績
は
。

村
で
奨
学
金
返
済
支
援
補
助
金

を
設
け
、
そ
の
財
源
と
し
て
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
る
。

事
業
の
目
的
と
し
て
、
奨
学
金
の
返
済
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
若
者
の
球
磨
村
へ

の
移
住
定
住
を
促
進
し
、
地
方
創
生
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。
補
助
額
が
前
年

度
に
返
済
し
た
奨
学
金
の
返
済
額
の
３

分
の
２
、
上
限
額
が
１
年
間
で
20
万
円
、

５
年
間
受
け
る
と
最
大
１
０
０
万
円
の

補
助
が
出
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
の
運

用
で
、
利
用
実
績
は
延
べ
29
名
、
実
質

人
数
は
９
名
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
促
進

で
、
球
磨
村
に
帰
っ
て
き
て
取
得

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
の
把
握
は
。

住
民
票
等
を
お
い
た
ま
ま
遠
方
に

お
ら
れ
る
方
の
把
握
は
難
し
い
。

　

普
及
促
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

は
国
が
改
善
策
を
示
す
よ
う
で
、
村
に

お
い
て
も
必
要
な
人
が
取
得
で
き
る
よ

う
策
を
検
討
す
る
。

農
林
産
物
等
の
鳥
獣
被
害
は
。

令
和
３
年
度
は
、
面
積
が
44
・
66‌

ha

で
、
被
害
額
は
１
，
９
０
０
万
円

余
り
で
あ
る
。

駆
除
隊
活
動
の
支
援
や
柵
の
設

置
な
ど
、
強
力
に
進
め
な
い
と
被

害
は
減
少
し
な
い
。
更
な
る
取
組
み
は
。

県
で
は
「
餌
づ
け
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

事
業
」
が
あ
る
。
害
獣
の
餌
に

な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
が
あ
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
講
習
会
等
を
実
施
で
き
れ

ば
と
思
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
定
時
運

行
再
開
に
あ
た
り
、
交
通
弱
者
、

特
に
高
齢
者
の
利
用
促
進
は
。

５
年
度
は
以
前
の
体
系
、
運
行

方
法
を
少
々
変
え
、
一
部
、
運

動
公
園
を
回
る
よ
う
に
路
線
を
変
更
す

る
。
特
に
、
災
害
公
営
住
宅
が
完
成
し
、

そ
の
後
、
塚
の
丸
団
地
の
整
備
も
進
み
、

そ
ち
ら
で
生
活
さ
れ
る
方
も
出
て
く
る

の
で
、
利
用
状
況
等
を
鑑
み
使
い
や
す

い
運
行
を
検
討
し
て
い
く
。

共
助
の
む
ら
づ
く
り
事
業
で
新

た
な
支
援
は
。

復
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
型
と
し
て
、

災
害
公
営
住
宅
等
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
人
口
交
流
拡
大
な

ど
の
事
業
も
、
住
民
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
る
活
動
に
も
準
用
で
き
な

い
か
考
え
て
い
る
。

問問

問

問

問

問
宮
本　
宣
彦 

議
員

令
和
５
年
度
、
地
域
で
の
生
活
支
援
策

（
ソ
フ
ト
予
算
）
は

問

共
助
の
む
ら
づ
く
り
支
援
事
業
を
継
続
し
、
敬
老
会
事
業
・

新
し
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
へ
の
支
援
を
行
な
う

答復
興

推
進

課
長

復
興

推
進

課
長

保
健

福
祉

課
長

保
健

福
祉

課
長

復
興

推
進

課
長

税
務

住
民

課
長

産
業

振
興

課
長問産

業
振
興

課
長

定時運行されているコミュニティバス



村の考えを問う
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が
必
要
で
あ
る
。

　

村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教

育
は
、
重
要
な
復
興
施
策
の
一
つ
と
し

て
捉
え
、
質
の
高
い
教
師
の
確
保
は
大

変
重
要
だ
と
考
え
る
。

村
の
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

質
の
高
い
教
育
の
実
現
の
た
め
、

変
化
に
対
応
す
る
情
熱
と
愛
情
を
持
っ

た
指
導
力
の
あ
る
教
師
が
求
め
ら
れ
る
。

　

県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
復
興
を

目
指
す
村
の
現
状
を
訴
え
続
け
、
義
務

教
育
学
校
再
編
を
見
据
え
た
教
職
員
の

配
置
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

遊
水
地
に
存
在
す
る
田
畑
の
代

替
地
と
し
て
、
農
業
振
興
エ
リ
ア

が
示
さ
れ
た
が
、
営
農
希
望
者
と
農
地

所
有
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
考
え
は
。

営
農
を
希
望
さ
れ
る
方
と
代
替

地
の
農
地
所
有
者
の
方
へ
事
前

に
概
略
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

今
後
、
詳
細
な
内
容
を
提
示
す
る
。

　
早
期
の
移
転
登
記
等
は
難
し
い
た
め
、

利
用
権
設
定
に
よ
る
賃
貸
を
前
提
に
村

や
農
業
委
員
会
が
間
に
入
り
、
契
約
の

後
押
し
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
農
地

中
間
管
理
事
業
を
通
じ
て
、
機
構
集
積

駐
在
員
の
方
へ
マ
ッ
チ
ン
グ
の
協
力
を

お
願
い
す
る
予
定
で
あ
る
。

村
全
体
の
農
業
振
興
と
農
業
の

復
興
を
押
し
進
め
る
中
で
、
し
っ

か
り
と
し
た
支
援
策
が
必
要
だ
が
、
補

助
率
等
の
取
組
み
は
。

産
業
振
興
対
策
事
業
の
補
助
率

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣

害
被
害
対
策
に
つ
い
て
３
割
補
助
か
ら

５
割
補
助
へ
変
更
し
て
い
る
。
そ
の
他

に
つ
い
て
は
、
変
更
を
し
て
い
な
い
。

災
害
に
強
い
村
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
消
防
設
備
の
復
旧
が
継
続

し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
山
間
地
域
に

お
け
る
初
動
体
制
の
整
備
状
況
は
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お

い
て
、
消
防
団
詰
所
、
ポ
ン
プ

倉
庫
、
消
火
栓
、
水
利
等
が
被
災
し
た
。

臨
時
的
な
施
設
で
代
行
運
営
さ
れ
て
い

る
が
、
消
防
団
各
分
団
の
調
査
協
議
が

継
続
さ
れ
て
お
り
、
補
助
事
業
等
を
活

用
し
な
が
ら
装
備
拡
充
、
早
急
な
整
備

に
努
め
て
い
く
。

神
瀬
地
区
か
ら
要
望
書
が
出
て
い

る
川
内
川
の
消
防
水
利
の
進
捗
は
。

川
内
川
の
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
に
対
し
て
、
村
か
ら
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
。
地
元
の
区
長
、
消

防
団
と
現
地
確
認
を
行
い
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
計
画
を
進

め
て
い
く
。

義
務
教
育
学
校
の
開
校
に
向
け
、

人
口
減
少
の
歯
止
め
と
な
る
魅

力
・
特
色
あ
る
学
校
を
目
指
す
と
い
う

支
援
策
の
考
え
は
。

支
援
策
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
料
の
一
部
助
成
、
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
、
学
校
給
食
費
全
額
助
成
、

加
え
て
、
子
育
て
世
代
へ
の
財
政
支
援
と

し
て
、
保
育
所
運
営
費
や
副
食
費
の
助

成
を
行
う
。
ま
た
、高
校
生
等
に
対
し
て
、

通
学
や
就
学
の
支
援
を
行
い
、
更
な
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
図
る
。

質
の
高
い
学
校
を
構
築
す
る
う

え
で
、
子
ど
も
の
学
び
を
最
大
限

引
き
出
す
教
師
の
確
保
は
。

教
育
現
場
で
は
、
こ
こ
数
年
教
員

不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
管
内
、
球
磨
村
で
も
、
年
度
当
初
、

職
員
の
欠
員
が
発
生
し
て
い
る
。
教
育

の
多
様
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
少
子
化
等

に
対
応
で
き
る
質
の
高
い
教
師
の
確
保

営
農
希
望
者
と
農
地
所
有
者
へ
、
詳
細
内
容
を
示
し
、

農
業
振
興
の
推
進
を
図
る

村
長

村
長

問

問

問

答問

問

問

建
設

課
長

渡地域の農業振興エリア予定地

予
定
さ
れ
る
遊
水
地
の
代
替
地
で
あ
る
「
農
業

振
興
エ
リ
ア
」
の
取
組
み
は

髙
澤　
康
成 

議
員

村
長

産
業

振
興

課
長

村
長

教
育
長



　勉強を頑張ります。宿題は忘れずにします。
　友達とはケンカせず仲良くたくさん遊びたいです。

　小学校では体育の跳び箱をたくさん練習して高く
跳べるように頑張りたいです。お友達をたくさん
作って仲良く遊びたいです。

　勉強や体育、お掃除を張り切ってしたいです。
　お友達に優しく、わからない時は教えてあげたいです。

舟戸　乙益くん

槻木　葵さん

髙澤　弥晏楽さん

＜令和４年度担任＞　柴田　みか
　男子３名、女子５名の新一年生。一人ひ
とりが個性を発揮し、とても賑やかな毎日
でした。心を一つにしていろんな行事に全
力で取り組んでくれた頑張り屋さんです。
個性豊かな分トラブルもありましたが、自
分たちで解決できるように成長してくれま
した。３校の小学校に入学しましたが、い
つまでも温かく美しい心を忘れず、大きく
羽ばたいてくれることを願っています。
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0966）
32－
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32－
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刷
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㈱
協
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印
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春
の
う
ら
ら
か
な
日
差
し
が
心
地
よ

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
と
な
り
、
新
た
な
「
歩
み
」

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
復
旧
・
復
興
は
一
歩
一
歩
で
は
あ
り

ま
す
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
ま
た
、

３
年
間
に
お
よ
び
猛
威
を
振
い
続
け
て

お
り
ま
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
は
、
５
月
か
ら
は
、「
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
同
等
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
よ
う
や
く
終
息
の
兆
し
が
見

え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
村
民
の
「
暮
ら
し
」
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
価
格
高
騰
や
円
安
等

に
よ
り
、
依
然
と
し
て
物
価
高
騰
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
改
め
て
復
旧
復
興
の
さ
ら
な
る
加
速
、

村
民
生
活
の
課
題
解
決
、
振
興
策
と
と
も

に
進
め
る
村
づ
く
り
等
、
今
後
も
「
球
磨

村
」
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
、
村
民
の
幸
せ

を
追
求
し
、
全
力
で
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

永
椎
　
樹
一
郎

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　   

　
　板 

﨑
　壽 

一

副
委
員
長
　   

　
　西 

林
　尚 

賜

委
　
　員
　   

　
　宮 

本
　宣 

彦

委
　
　員
　   

　
　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：●●●世帯　■人口：●●●人　男：●●●人　女：●●●人（令和５年５月１日現在）

編
集
後
記

わたくしたちは温かく美しい心の人になります
　創立以来一貫した保育目標の中、優しく思いやりのある子ども・感謝することを忘れない子ど
も・何事にも挑戦し諦めない心をもてる子ども・全ての命を大切にできる子どもに育って欲しいと
取り組んでいます。

ふ な と

つ き ぎ あおい

いつよし

たかさわ み　あ　ら

１年生になったら１年生になったら
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